
EIRを適用したBIM活用の運用①（概要）

○令和５年度から、全ての新営設計業務及び新営工事において、EIR※（発注者情報要件）を原則適用。
・延べ面積3,000㎡以上の新営設計業務には、BIM活用を指定する項目（指定項目）を設定。
全ての新営設計業務及び新営工事には、BIM活用を推奨する項目（推奨項目）を設定。

・BIM伝達会議において工事受注者に設計BIMデータについて説明、活用する場合には貸与。
○上記によりBIM活用を推進することで、設計業務及び工事の品質の確保及び事業の円滑化を図る。

設計BIMデータ

①新営工事の発注段階にEIRを提示。
②EIRには、推奨項目を設定。
③工事契約後のBIM伝達会議において、工事受注者へ
設計BIMデータについて説明。
発注者から工事受注者へ設計BIMデータを貸与。

①新営設計業務の発注段階にEIRを提示。
②延べ面積3,000㎡以上の新営設計業務には、EIRに
指定項目を設定。
全ての新営設計業務には、EIRに推奨項目を設定。

③ 設計BIMデータ、設計BIMデータの説明資料を作成。

仮設モデル 干渉チェック

設計段階 施工段階

※Employer’s Information Requirements

１



BIM活用の項目
延べ面積
3,000㎡以上

延べ面積
3,000㎡未満

基本

設計

段階

建築物の外観及び内観（一部）の提示 ◎ ○

概算工事費の算出 ○ ○

設備計画の検討及び干渉チェック ○ ○

設計条件の適合確認 ○ ○

実施

設計

段階

実施設計図書（一般図等）の作成 ◎ ○

概算工事費の算出 ○ ○

実施設計図書（詳細図）の作成 ○ ○

◎：指定項目 ○：推奨項目

BIM活用の項目 規模によらず

施工計画、施工手順等の提示 ○

干渉チェック ○

○：推奨項目

※指定項目又は推奨項目以外についても、受注者におけるBIM活用が可能。

EIRを適用したBIM活用の運用②（EIRについて）

○EIRは、発注仕様書の一部として提示するBIM活用に関する要件。
BIM活用の項目及びその実施内容、成果品、設計BIMデータの貸与等の要件を示すもの。

BIM活用の項目及びその実施内容

○新営設計業務

○新営工事

成果品として提出するBIMデータ等

○新営設計業務
・指定項目として、実施設計図書（一般図等）の作成を
設定する場合

実施設計図書の作成に係るBIMデータ
実施設計図書の作成に係るBIMデータ説明資料※
※BIMデータのうち、２次元加筆の内容を示す資料

・推奨項目のみを設定する場合
成果品の提出は求めない

○新営工事
・推奨項目のみ設定する場合

成果品の提出は求めない

設計BIMデータの貸与等

・発注者は、工事受注者への貸与が可能である設計BIM
データがある場合には、BIM伝達会議を開催。同会議
において、設計意図伝達業務受注者から工事受注者へ
設計BIMデータ及びBIMデータ説明資料を用い説明する。

・工事受注者が設計BIMデータを活用する場合には、
発注者から工事受注者へ設計BIMデータを貸与する。 ２


